
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．あいさつ 

 ２．アイスブレイク 

 ３．「これまで」から見えてきたもの 

 ４．グループワーク 
「坂祝町の子育て環境。 

ココが強み、ココが弱み」 

 ５．発表＆共有 

７月１９日（火）の夜、坂祝町中央公民館にて、坂祝町の

「コミュニティーひろば（仮称）」（現在のアンブレラ・つく

んこ教室のある施設）をどのような拠点にすべきかを考える

ワークショップ「つどい場 ツクリバ」第１回を開催しました。

出席者は町民、事務局合わせて 25 名でした。 

この日は、最初に高橋教育長からのあいさつを聞いたあと、

参加者がお互いに知り合い打ち解けるためのアイスブレイク

を行いました。また後半は４グループに分かれて、これまで

のアンケートやワークショップなどから「見えてきたもの」

を共有したあと、坂祝町の子育て環境の強みと弱みについて

意見を出し合い、最後に全体で発表会をしました。 

坂祝町 
子育て環境整備 
ワークショップ 

つどい場 
ツクリバ 

 2016/07/19（火） 19：00～21：00 坂祝町中央公民館 ２階 研修室 

まずは、知ろう＆知り合おう！ 1 
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２ 

キックオフフォーラムでは、中学生３人から
「中学生の僕や仲間が集える場がほしい」
「安心して子育てできる場がほしい」「将来は
坂祝町で子育てしたい」という夢を語ってもら
いました。その夢を叶えてあげたいと思います。
いよいよ期は熟したかなと感じています。 
同じ夢を持つ人がひとりでも増えたらいい、

夢が現実になるといいなと思っています。 
高橋教育長 

あいさつ 

アイスブレイク 
まずは円座の並び順をシャッフル。２人
１組のペアになって名札をつくったあと、
「聞かせてくださいカード」を使って、参加
者どうしがインタビューし合って、お互いの
ことを多面的に知り合いました。 



 

 

 

 

 

 

  

  

グループワーク「坂祝町の子育て環境。ココが強み、ココが弱み」 

坂祝町教育委員会 こども課（兼松） 

電 話：0574－26-7151 
F A X：0574－26－7097 
E-mail：kodomo@town.sakahogi.gifu.jp 

 

 

このワークショップを通して
表現したいことは？ 
もっと子育てしやすい環境にし
たい／楽しく集える場所／土
日に子どもを預けられたり、相
談をできたりする場所づくり／
つくんこ教室の充実／みんな
のいいなを「カタチ」にしたい／
異世代が交流できる場／たく
さんのことを吸収したい 

いいところ 
保健師さんが親切／アンブレラがある／子育てについて相
談しやすい／キッズランドいつでも使える／つくんこ教室が
ある／幼保が充実している／幼稚園が自然の近くにある
／小中一貫教育／とまと託児所、病後児保育／ファミサ
ポがある／自然が豊か／適当に田舎なので暮らしやすい
／つながりの中で育つ／コンパクトで人の顔がわかる町／
オープンに話し合える雰囲気／子どもたちへの声掛けが多
い／各施設間がわりに近い／町民プールがある／おもちゃ
図書館がある／兄弟の多い家庭が多い など 

わるいところ 
行きたいと思える公園がない／近くに安心して遊ばせるとこ
ろがない／ちびっこ広場がない／小さな子どもの遊べる場
がない／広い遊び場がない（室内）／小学生の遊び場
がない／児童館がない／中・高校生が集える場／多機
能施設（多世代が集える場）がない／ふらっと寄れる場
所が欲しい／年齢の異なる子どもが一緒に集う場所がな
い／困ったときに気楽に相談できる人・場所が少ない／ア
ンブレラが狭い／つくんこ教室が狭い／横のつながりが薄い
／多世代交流が少ない／飲み食いできる所がない など 

ひとことアンケートより                        
坂祝町の良いところ、不足している部分が明確に見えてきた／同じ問題、関心を
持っている人がいるということを知れました／前回のワークショップより具体的な話が
出て良かった／子どもが楽しく安全な場所を早くつくってあげたい／小さな町だからこ
そできることがあるのでは…と思った／新しいメンバーが増えて、良かった！／坂祝
町への皆様の熱い思いを感じました／もっと大勢の人に参加してもらいたい ほか 

３ 

こんな 
わたしです 
カードより 


